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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・スタッフの角　真恵さんが退職、川井　さと子さんが、移動となっています。
· 感染性廃棄物発生状況起訴表の記入を忘れずに行いましょう。

＜ＯＴ報告＞
・山火　るい子様～ニヤツキ多く見られていますが、作業には支障なく取り組むこと出来
　　　　　　　　ています。
・滝田　英人様～作業中の居眠り目立ってきています。起こしても起きなく不機嫌となる

あります。無理強いはせず、様子見ながら、声掛け･促し行っています。
· 佐々木　淳様～先週、便失禁されることありましたが、作業では、英語・計算ドリル　　　　　　　　　　　　　　　を落ち着いて行うことできています。　　　　　

· 中野渡　鉄男様～個別作業では、ぬり絵を行われています。居眠りされる事はありま

んが、休みがちとなることあります。その都度、声掛けしていき
　　　　　　　　　介入の方を行っています。　

・坂本　のり子様～ドリルの丸付けは赤色。間違った箇所は青丸でなければならないな

どのこだわりがありますが、作業では集中して行うことできていま

す。
　・小比類巻　昇様～主に読書を好んでされている事多いです。簡単な作業がいいと言

　　　　　　　われています。毎日、単調な作業とならないように軽作業等を交え

て変化をつけるよう工夫しています。

　・佐々木　善孝様～読書、色ぬりをされています。他患者様との交流も見られ、落ち着

取り組むことできています。大きな気分の変動は見られませんが

状態変化に気をつけて観察していきたいと思います。
　　＜江刺家課長の講義＞
～家族交流会での御家族との関わり方について～
　●スタッフ・・・御家族との会話の中で、時に、病状を含む質問を承ることがあります。　　　　　　　
　　　　　　　　　どのような対応をすればよろしいでしょうか？
　▲課長・・・基本的に、病状説明は医者がするものです。患者様の日常生活に関する情

報提供のみとなります。例えば、薬の事、今後の見通し、治療方針、病状

等は医者からの説明となります。
▲課長・・・御家族とは？どのようにとらえているでようか？
· スタッフ・・・なかなか面会に来て頂けない御家族が多数いらっしゃいます。その

　　　　　　　　　様な御家族の中には、患者様を病院に入所させ、安心しっきている

面があるのではないでしょうか？
　▲課長・・・一般に、表面的にはそうかもしれませんね。しかし、御家族の本心と言う
　　　　　　のは、むしろその反対の場合が殆んどです。病気が治ってほしいと願って
　　　　　　　いるでしょうし、致し方なかったにせよ、病院に入れさせてしまったとい

う罪悪感もあり、病院に面会に来るまでの一歩が踏み出せずにいるのかも

知れません。そもそも、患者様とご家族とのかかわりというのは、長い歴

をもって築かれたもの。私達が実際に目にするものは、いわば一瞬の瞬間

に過ぎないのです。御家族の思いは複雑なもの。病気になったのは自分の

せいだと自責の念にかられ、負い目があったりします。社会のあらゆる偏

見に耐えつつ、御家族は今現在生活しているのです。患者様が入院にい

たるまでの経過というのは、様々なエピソードがあります。多くの場合、

ご家族は、暴れている患者様や、叫んでいる患者様など、病気で苦しんで

いる患者様のイメージが強いものです。御家族にしてみれば、恐怖心の方

　　　　　　　が先立っているケースもあるでしょう。長期入院になればなるほど、患者様と御家族との間の絆は薄れていくのが当たり前。単に、「面会に来ない御家族だ」と安易に思い込まずにしましょう。御家族と患者様の絆をすこしでも強くするような援助をし、様々な御家族の思いを意識して考えていく姿勢が大切です。

とはいえ、「さぁ、面会をしましょう。」と言った勢いで、突然御家族と

患者様を引き合わせたところで、そう簡単に上手くいくものではありまん。

互いに、感情的になってしまったり、上手くスムーズに事が運ばなかった


りするパターンもあるでしょう。ですから、私達は、患者様と御家族との橋

渡し、あるいはクッション的役割を担うのです。勇気を振り絞ってお越しい


た後家族が「また、来よう。また、来たいな。」と思えるように、事務的・

表面的な関わりのみとならないような対応をしましょう。
· スタッフより・・・本日はご多忙の中、わざわざお越しいただきましてありがとう

　　　　　　　　　　　ございました。課長の講義を聴き、改めて納得する部分が多く

ありました。この貴重な時間を無駄にする事無く、今後行なわ

交流会に生かしたいとおもいます。








































